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恐しさを知ろう

　県下各地で火事が相次ぎ、五泉で3むね加茂で14むね全半焼一
と新聞で報道されました。

　ことしも寒い冬がもうすぐやってきます。これからは各家庭や事
業所とも暖房器具など火気の使用が多くなり、例年この時期に多く
の火災が発生しています。

　今月26日から秋の全国火災予防運動がはじまりますが、尊い人命

や大切な財産を火災から守るためにみんながもう一度火災の恐しさ

について自覚していただきたいものです。

○

と
じ
て
保
存
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
市
報
と
拘
か
ま
ち
は
家
庭
と
而
役
所
を
結
ぶ
か
け
橋
で
す

も
い
つ
す
で

一
㌧

書

灘灘

濾灘

繊難聯

…
欝
㎜
…
簾
繊

　
当
市
の
火
災
発

生
状
況
は
、
昭
和

四
十
七
年
十
一
月

一
日
現
在
で
、
す

で
に
四
十
一
件
の

火
災
が
発
生
。
死

者
一
人
、
負
傷
者

八
人
を
出
し
、
被

災
世
帯
数
二
十
二
、
被
災
者
数
百
六

人
を
数
え
、
ま
た
建
物
、
山
林
、
そ

の
他
の
焼
失
で
六
百
八
十
二
万
七
千

円
の
損
害
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
原
因
別
に
み
ま
す
と
、
別
表
の
よ

う
に
石
油
風
呂
が
ま
等
の
石
油
器
具

関
係
が
九
件
と
ト
ッ
プ
を
し
め
、
つ

い
で
焼
却
時
の
不
注
意
、
た
ば
こ
の

不
始
末
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
当
市
の
火
災
発
生
状
況
を
過

去
五
か
年
の
統
計
で
み
ま
す
と
年
平

均
三
十
七
件
の
火
災
が
発
生
し
、
う

ち
全
半
焼
火
災
は
九
件
。
毎
年
三
干

万
円
と
千
七
百
平
方
耕
の
建
物
が
灰

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
原
因
は
危
険

物
に
よ
る
も
の
が
三
＋
％
、
た
ば
こ

○

あ

十
四
％
、
た
き
火
が
十
一
％
を
し
め

て
い
ま
す
。

　
火
災
発
生
時
期
は
、
降
雪
前
の
十

一
月
と
春
先
き
の
五
月
が
最
も
多
く

三
十
九
％
を
し
め
て
い
ま
す
。

　
時
間
別
に
み
ま
す
と
、
午
後
四
時

か
ら
午
後
五
時
が
最
も
多
く
、
つ
い

で
午
前
十
一
時
か
ら
正
午
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
当
市
の
火
災
発

生
は
、
十
一
月
と
五
月
の
あ
る
日
の

午
後
四
時
頃
石
油
器
具
類
に
よ
っ
て

出
火
と
い
う
こ
と
が
い
え
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
に
注
意

す
れ
ば
火
災
の
何
割
か
は
防
げ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
市
消
防
署
は
去
る
十
一
月
七
日
、
小
雨
降
る
な
か
を
化
学
燃
料
に
よ
る

災
害
事
故
に
備
え
て
の
消
火
実
験
を
行
な
い
ま
し
た
。
…
…
こ
の
実
験
は

タ
ン
ク
ロ
：
リ
i
車
が
横
転
炎
上
、
建
物
内
の
プ
ロ
パ
ン
に
引
火
爆
発
し

た
こ
と
を
想
定
。
市
営
プ
ー
ル
付
近
の
あ
き
地
に
廃
油
、
ガ
ソ
リ
ン
三
千

二
百
リ
ッ
ト
ル
の
油
槽
を
お
き
近
く
の
建
物
に
プ
ロ
パ
ン
ボ
ン
ベ
四
本
を

セ
ッ
ト
し
た
も
の

　
点
火
さ
れ
る
と
、
た
ち
ま
ち
火
の
海
と
な
り
プ
ロ
パ
ン
ボ
ン
ベ
に
引
火

爆
発
し
黒
煙
が
高
く
た
ち
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　
化
学
消
防
車
と
タ
ン
ク
車
か
ら
白
い
消
火
液
が
は
じ
き
出
さ
れ
る
と
燃

え
盛
っ
た
炎
は
ウ
ソ
の
よ
う
に
消
え
、
す
ご
い
威
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。

＼
？
ノ

君
～
－
鯖

つかいたい

　　　　⇒トバ

　
コ
ト
バ
は
光
る
。
コ
ト
バ
は
、

は
ね
る
。
コ
ト
バ
は
ま
も
の
。

人
と
つ
き
あ
う
の
に
、
コ
ト
バ
が

非
常
に
た
い
せ
つ
な
役
目
を
し
ま

す
。
人
を
真
剣
に
さ
せ
る
の
も
、

怠
け
さ
せ
る
の
も
、
多
か
れ
少
な

か
れ
コ
ト
バ
の
働
き
に
よ
り
ま
す

で
は
ど
ん
な
コ
ト
バ
を
使
っ
た

犠

ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
。
次
に
あ
げ

る
よ
う
な
コ
ト
バ
に
つ
い
て
、
自

己
反
者
し
た
り
家
族
や
友
人
と
話

し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

ω
相
手
を
人
間
と
し
て
対
等
に
扱

　
う
コ
ト
パ
。

③
相
手
へ
の
深
い
関
心
を
示
す
コ

　
ト
バ
Q

③
相
手
の
立
場
へ
の
思
い
や
り
の

　
コ
ト
バ
。

④
相
手
の
言
い
出
し
に
く
い
気
持

　
を
察
し
て
あ
げ
る
コ
ト
パ
。

㈲
相
手
の
欠
点
や
負
い
め
を
思
い

　
や
る
コ
ト
バ
。

市民の生命と財産を守る

　
み
な
さ
ん
の
生
命
や
財
産
を
守
る

た
め
、
市
消
防
本
部
と
消
防
署
が
あ

り
、
消
防
自
聯
車
と
特
殊
車
両
等
が

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
各

地
域
に
消
防
団
が
組
織
さ
れ
て
い
ま

す
。　

消
防
職
員
は
全
部
で
四
十
二
名
。

事
務
職
員
を
除
い
た
三
十
三
名
の
職

員
が
交
替
で
昼
夜
の
別
な
く
勤
務
に

つ
い
て
い
ま
す
。

　
消
防
の
し
ご
と
と
し
て
は
、
万
一

火
災
が
発
生
し
た
場
合
の
消
火
と
消

火
栓
、
防
火
用
水
槽
等
の
見
ま
わ
り

や
予
防
査
察
等
を
行
な
い
、
火
災
の

未
然
防
止
を
は
か
り
、
い
ち
は
や
く

出
動
す
る
た
め
の
規
律
訓
練
や
人
命

救
助
の
た
め
の
訓
練
を
し
て
い
ま
す

　
そ
の
ほ
か
、
交
通
事
故
や
労
災
事

故
、
急
病
人
等
を
医
療
機
関
に
搬
送

縄
紛
欝
臓
蕩
蜘
騨
㌧

蔵
す
る
家
庭
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
貯
蔵
施
設

の
な
い
場
所
で
の
保
存
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
灯
油
一
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
以
止
の
場
合
は
二
冒

の
空
地
が
必
要
（
屋
外
）
で
す
し
、
屋
内
で
は
周

囲
を
不
燃
材
料
で
張
り
防
火
戸
を
設
け
た
場
所

に
保
管
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
一
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
灯
油
は
特
別

の
規
定
は
な
い
が
安
全
な
場
所
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
o

す
る
救
急
業
務
に
も
活
躍
し
て
い
ま

す
。　

ま
た
、
消
防
業
務
は
そ
の
性
質

上
、
　
「
い
つ
で
も
」
「
よ
り
早
ぐ
」

「
よ
り
適
切
」
に
活
動
で
き
る
体

”9番通報のしかた
①落着いて119番を確実にダイヤルし、火
　災発生場所をはっきりと伝える。特に
　．町名、部落名や付近に目標となる建物
　等があったら忘れずに。

②消防隊到着まで出来る限り初期消化に
　っとめる。

③商店などの一般の赤電話からかけると
　き、お店の人から電話の鍵をあけても
　らってからダイヤルしてください。

制
、
常
備
消
防
体
制
が
望
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
本
市
及
び
中
魚
沼
郡
を
一

体
と
し
た
広
域
消
防
計
画
が
昭
和
四

十
八
年
実
施
を
メ
ド
に
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

救
急
活
動
も
大
き
な
任
務

　
市
消
防
署
は
、
交
通
事
故
や
そ
の

他
の
災
害
に
備
え
、
大
型
救
急
車
一

台
、
小
型
救
急
予
備
車
一
台
を
配
置

し
て
い
ま
す
。
す
で
に
＋
月
末
現
在

で
四
百
三
十
二
回
出
動
し
ま
し
た
が

鱗・き・礁勲

潮

こ
の
う
ち
急
病
の
場
合
が
百
六
十
六

回
で
ト
ッ
プ
を
し
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
毎
日
一
回
以
上
救
急
車
が
出
動

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
年
々
救
急
自
動
車
の
使
用
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
な
か
に
は
急
い

で
現
場
に
到
着
し
た
ら
症
状
が
回
復

し
て
い
た
と
か
、
救
急
車
で
は
こ
ぽ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
急
病
人

で
も
な
く
、
医
師
が
首
を
か
し
げ
る

よ
う
な
利
用
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
利
用
者
の
た
め
に
、
一
刻
を

あ
ら
そ
う
急
病
人
が
間
に
あ
わ
な
か

っ
た
な
ど
と
い
う
こ
と
が
な
い
と
は

い
い
き
れ
ま
せ
ん
。

　
軽
傷
（
症
）
の
人
は
自
家
用
車
や

タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
、
な
る
べ
く
救

急
軍
の
利
用
を
さ
け
る
な
ど
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

一454一
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医
師
会
や
医
療
機
関
の
ご
協
力
に

よ
り
、
休
日
の
重
症
救
急
患
者
の
た

め
の
休
日
当
直
医
制
度
を
と
り
い
れ

て
、
ち
ょ
う
ど
一
年
た
ち
ま
し
た
。

　
し
か
し
最
近
、
休
日
当
直
医
の
診

療
は
一
般
通
院
患
者
や
軽
症
患
者
が

非
常
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
．

　
ま
た
夕
刻
ま
で
に
治
療
で
き
た
も

の
を
夜
中
に
急
患
扱
い
で
く
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。
医
療
機
関
で
は
、
医

師
不
足
の
た
め
、
夜
勤
の
翌
日
も
勤

務
を
休
む
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
で

す
。
ご
承
知
の
よ
う
に
、
休
日
当
直

医
制
度
は
重
症
患
者
の
た
め
の
救
急

医
療
機
関
で
す
。

　
こ
の
主
旨
徹
底
を
含
め
て
、
こ
の

ほ
ど
名
称
を
休
日
救
急
医
と
し
て
発

足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
十
一
月
休
日
救
急
医

二
十
三
日
　
大
島
医
院
（
川
原
町
）

二
十
六
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
）

　
こ
れ
だ
け
は
守
っ
て

　
予
防
注
射
を
受
け
る
人
は
、
問
診

票
持
参
。
接
種
前
に
適
当
な
安
静
時

間
が
必
要
で
、
す
ぐ
の
注
射
は
危
険

で
す
。
し
た
が
っ
て
、
時
間
に
遅
れ

た
り
、
会
場
閉
鎖
時
間
に
到
着
し
た

り
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
．

　
ま
た
付
き
添
い
は
保
護
者
の
責
任

で
、
他
人
に
は
ぜ
っ
た
い
依
頼
し
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

事業用の不燃物は霧谷埋立地へ
　
法
改
正
に
よ
り
、
事
莱

活
動
か
ら
生
ず
る
廃
棄
物

は
事
業
者
が
自
ら
の
責
任

で
処
理
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
が
、
廃
棄
物
の
う

ち
不
燃
物
（
木
材
や
電
機

製
品
等
の
粗
大
ご
み
等
を

含
む
）
は
、
事
業
者
か
ら

川
西
町
霧
谷
の
埋
立
地

（
略
図
）
ま
で
運
ん
で
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
ご
み
の
著
し

い
増
加
に
よ
り
、
高
木
沢

の
埋
立
地
に
収
容
し
き
れ

ず
．
ま
た
市
内
に
他
の
適
当
な
埋
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

地
が
な
《
、
川
西
町
と
共
同
で
川
西

町
霧
谷
地
区
に
埋
立
用
地
を
確
保
し

た
も
の
で
す
6

　
当
分
の
間
、
事
業
所
の
ご
み
の
処

理
費
用
は
無
料
で
す
。

　
ま
た
冬
期
間
は
市
の
指
定
す
る
場

所
に
運
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
◎

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
活
発
だ
つ
た
話
し
あ
い

　
こ
の
ほ
ど
第
二
回
「
市
民
と
市
長

の
会
」
が
飛
渡
第
二
小
学
校
、
名
ケ

山
部
落
公
民
館
、
六
箇
出
張
所
の
三

会
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
市
側
か
ら
は
市
長
を
は
じ
め
助
役

教
育
長
、
総
務
課
長
、
建
設
課
長
、

農
林
課
長
、
企
画
財
政
課
長
ら
が
出

席
し
、
地
域
住
民
と
ひ
ざ
を
交
え
、

地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
つ
い
て

意
見
要
望
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

治
民
湯
覧
ま

　
　
　
　
　
　
汐

薦
、
窮

　
　
　
地

　
　
　
　
　
　
顧

　
　
　
び
も

卍長福寺

モトクロス会場入口

至上野

川西田丁

霧谷埋立地略図

　
　
　
　
　
全

　
　
　
　
黛

鰻
、
悔

鍼
識
礪

馳
い
し
い
ス
ー
ブ
の

つ
く
り
方

　　主婦

横田マサ子

　（田中町）

今
月
は
鶏
が
ら
で
お
い
し
い
ス
ー

押色

ブ
の
つ
く
り
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
鶏
が
ら
の
ス
！
プ
の
中
に
ロ
ー
リ

エ
、
セ
ロ
リ
等
を
入
れ
、
鶏
の
く
さ

み
を
取
る
。
鍋
に
サ
ラ
ダ
油
を
熱
し

ニ
ン
一
一
ク
、
し
ょ
う
が
を
手
早
く
炊

め
る
。

　
次
に
肉
と
好
み
の
野
菜
を
大
き
く

切
っ
て
火
の
通
る
ま
で
炊
め
塩
を
少

グ
几
i
プ
朔
風
会

　
現
代
社
会
に
あ
っ
て
、

現
代
芸
術
を
考
え
、
行
動

を
起
し
、
現
代
芸
術
の
先

方
を
行
く
会
を
め
ざ
す
こ
と
に
主
眼

を
お
い
て
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
ブ

で
す
。

　
十
日
町
に
存
在
し
て
い
な
が
ら
十

日
町
以
外
の
都
市
や
町
で
の
知
名
度

の
方
が
あ
る
の
で
、
毎
年
公
募
展
や

グ
ル
㌧
フ
展
を
開
き
、
市
民
に
多
く

の
フ
ァ
ソ
を
持
ち
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
　
　
代
表
・
小
林
マ
サ
ト
ク

§ヨ
　　　48年虞小学校入学児童数は734名

市教肯委員会は昭和48年度小学校の新入学児童

（昭和41年4月2日～昭和42年4月旧生まれ）

名簿をまとめました。

　児童数は昨年より31名減の734名ですが、こ

の名簿をもとに今月下旬から健康診断を行なう

予定です。日時等くわしいことは後日ご家庭に

通知する予定ですが、住民登録の未届けや住ん

でいるところと住民登録の住所がことなづてい

るなどの理由で通知が家庭に届かないことがあ

ります。そういう方は、至急住民登録の手続き

をされるとともに市教委までお申し出くださ

いo

　　特別児董扶養手当の障害範囲を拡大

　児童扶養手当法等の改正により、特別児童扶

養手当の障害範囲がつぎのとおり拡大されまし

た。内部障害（心機能障害、結核性疾患、腎臓

疾患、肝臓疾患等）精神病等（精神分裂症、て

んかん、そううつ症）

　　　　電話線増設工事にご協力を〃

来年夏頃まで電話線の増設工事を行ないます。

これに伴ない電話線を地下に埋設するためマソ

ホールを作ったり、管路を布設する工事で道蹟

を堀り返したりしますが、ご協力をおねがいし

ます。　（十日町電報電話局）

　　　　　無料人権帽談所を開設

つぎのとおり人権相談所を開設しますので身の

まわりのことなどで困っていることがありまし

たらお気軽にご相談ください。相談委員は小林

服部、武田、竹内の4氏があたり、相談は無料

で秘密を守ります。

開設日　H月27日午前io時～午後3時

場所市役所4階会議室

　　年末は小包ラッシュ早めに差し出しを

小包はおそくともi2月め日ごろまでに差し出し

てください。

i5日過ぎになりますと年賀郵便と重なるため年

内配達はむずかしくなります（十日町郵便局）
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　　　　　食卓を豊かにする料理展

　　　　　　　　食生活一その内容は豊かさ

　　　蒙禦；ミ湯　と楽しさが加えられました。

　　　鮎馬誠y’　調理師会十日町分会（会長小

　　　　　　　　川公吉）は、H月23日市民会

館ホワイヱで「食卓を豊かにする料理展」を開

きます。これは、市内100店の調理師のみなさ

んが腕によりをかけた1品作品を展示するもの

です。

　調理師のみなさんのつくる衛生的でおいしい

料理をご覧いただき、お宅の献立に役立てては

いかがですか。

　　　昭和47年度　第2回調理師試験

期日12月3日　試験地新潟市、長岡市、上越

市、佐渡郡佐和田町

くわしいことは十日町保健所へお問い合わせく

ださい。

　　　1月から老人医療費支給制度発足

　いよいよ国り老人医療費制度が沼和48年i月

1日から発足します。当市の場含、社会福祉事

務所が窓口になりますが、つぎにその概要をお

知らせします。（詳細は12月市報）

対象者　本人及び扶養義務者の前年の所得が定

　　　　められた額以下の人．

手続き　昭和48年1月i日現在満70歳の人は12

　　　　月中に市社会福祉事務所に手続きをし

　　　　ていただくことになります。

　　新潟県観光写真コンクー几にご応募を

新潟県は県の観光地を紹介するにふさわしい風

景、行事、風俗などを題材としたものでつぎの

とおり作品を募集します。

締めきり　昭和47年H月30日まで

作　　品　白黒、カラー（プリソトまたはスラ

　　　　　イド1いずれも可、サイズは自由で

　　　　す。

送り先新潟県庁観光課（新潟市学校町通り

　　　　　1番町）雑

　　　　　　献血のおしらせ

期日H月28日午前io時～正午
　　　　　　　　午後i時～午後3時

場所滝文工業㈱女子寮（本町1丁目上）
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内藤直義（市内控

木）　　　1，000円

黒バラ（本町4）

　　　　11，167円

春日市長（塩野長

寿クラブ、婦人会

講師謝礼）

　　　　1，500円

阿部啓一、上村政

基、渡辺富治、根

津新一、藤木悌次

藤田つね子（以上

市役所シソポジウ

ム謝礼）各1，500円

樋口正敏（故樋口

清の香典返し）

　　　　　10万円

群馬県人会

　　　　2，000円

小山正敏（北鐙坂）

（消防団員退職報

償金の一部）

　　　　　1万円
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11月市民会館行事
17日午後1時
郡市中学校英語祭（ホール）

23日午前m時
調理師調理作品展示会（ホワイヱ）

2胴午後1時
十日町ピアノ音楽研究会発表会（ホール

25日～30日午前9時
新潟の植物写真展（ホワイヱ）
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